
optimal
最適な
subjective
主観的な
stray(ing)
（from 以下から）それ
る、外れる
challenging
難しい
royalty(-ies)
印税
advocate(-ing) for
～を主張する

equation
（見出しから）方程式
nuanced
繊細な、微妙に異なる
art of
（the を伴って）～の
技術、美学
substitute(-ing)
～の置き換え
could...truth
事実とかけ離れてい
る
constitute(s)
～に相当する

　●ゼウス：６体目のゼウスが生まれると、妻のレアは
大きな石を産着に包み ゼウスと偽ってクロノスに飲み
込ませます。その間 ガイアの協力により ゼウスはクレ
タ島の山奥に運ばれ 雌ヤギのアマルティアによって
乳を与えられ 密かに育てられます アマルティアはニ
ンフで雌ヤギを飼っていたという説もあります
　成人となったゼウスは思慮の女神メティスの協力で
嘔吐（おうと）薬を作り 「ネクタル」と呼ばれる飲み物
に混ぜてクロノスに飲ませます すると クロノスはポ
セイドン ハデス ヘラ デメテル ヘスティアの５体を吐
き出します その後 ゼウスはクロノスから吐き出され
てよみがえった兄のポセイドンとハデスを中心に オリュ
ンポスの山に陣を敷き クロノス率いるティタン神族と
戦うことになります この親子の戦いは「ティタン神族と
の戦い という意味で「ティタノマキア と呼ばれます

　●ネクタル：嘔吐薬を混ぜたネクタルという飲み物
は神々が愛飲する酒のことで これを飲むことによって
神々は不老不死の存在になると信じられていました
《問題》の正解は ２ です 英語で nectar ネクター
と発音 と言えば 「ネクタル酒 おいしい飲み物 花の
蜜 の意味で 語源は「nec 死 を tar 超える で
す 語根の tar はインド・ヨーロッパ語族の仮説上の共

通言語である印欧祖語で「通過する という意味の
tere- にさかのぼります through ～を通って や 

thorough 完全な が同語源で trans は「～を通って
越えて という意味の接頭辞として transform 変

形させる transport 輸送する translate 翻訳す
る transfer 移動する transit 通過 transmit

通信する など多くの単語を作り出します
　なお クロノス Kronos の語源は不明で 同じギリ
シャ語で「時の神 を表す Khronos と混同されます
が これらはまったく別物です ラテン語形は Chronus

クロヌス で 英語の chronicle 年代記 chronic

慢性の などが同系語です

　《問題》古代ギリシャの神々が愛飲していたものは
どれでしょうか １ スムージー　 ネクター　３ ブドウ
酒　４ リンゴ酒

　●宇宙の支配者クロノス： 代目の全宇宙の支配
者となったクロノスは 同じティタン神族の姉である大
地の女神レアと交わり 体の子どもを生んでいます
このうちの 体は生まれると同時に クロノスに飲み込
まれてしまいます 父ウラノスがクロノスの元を去る際
に 「お前が私から王位を奪ったように お前も自分の
子どもに王位を奪われるであろう という言葉を残して
おり クロノスはこの予言が現実になることを恐れてい
たからです

But that could not be further

f r o m  t h e  t r u t h .  T h e r e  a r e

countless ways that foreign texts

can be  trans lated,  and what

constitutes an optimal translation

is largely subjective.

Translators not only have to

consider the meaning of the text,

but also its nuance, tone, flow

and more. Often, certain words

or expressions do not exist in the

target language, and finding the

m o s t  s u i t a b l e  r e p l a c e m e n t

without straying too far from the

orig inal  meaning can prove

challenging.

Growing up, I always found it

strange when the covers of books

in translat ion displayed the

translator’s name in text almost

as large as that of the author.

I t  w a s n ’ t  u n t i l  I  s t a r t e d

translating texts myself that I

realized just how nuanced the art

of translation really is.

It was not at all the systematic

task I had imagined. I thought it

would be a question of simply

substituting each word, similar to

a mathematical equation — that

there was a single, specific way

each text should be translated.
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Accuracy must be carefully

balanced with artistic expression;

it is truly an art form.

Sadly,  i t ’s  common for the

n a m e s  o f  t r a n s l a t o r s  t o  b e

m i s s i n g  f r o m  b o o k  c o v e r s

entirely, and many of them don’t

even receive royalties — but not

all hope is lost. The International

Booker Prize, introduced in 2005,

recognizes the hard work and

creativity of translators,  and

recent movements have seen

t r a n s l a t o r s  a d v o c a t i n g  f o r

increased recognition.

Do you have any favorite books
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By Maya Jones

Translation is not as simple as a mathematical equation

翻訳には数学の方程式のような明快な答えはありません
　子どもの頃 翻訳された本の表紙に著者名とほぼ同じ大きさで翻訳者の名前が
載っていることを いつも不思議に思っていました
　自分が文章を翻訳するようになって初めて 翻訳の世界がいかに繊細なものかを理
解しました
　想像していたような機械的な作業とはまるで違うものでした 私は 数学の方程式
のように 単純に単語を一つずつ置き換えていけばいい話だと思っていたのです そ
れぞれの文章に対して訳し方が一つしかないと思っていました
　しかし その考えは実際とは全くかけ離れていました 外国語の文章が翻訳される
とき その形は数え切れないほどあり 何を最適とするかは多分に主観的なものなの
です
　翻訳者は文章の意味だけでなく ニュアンスや語調 流れなどを考慮に入れなけれ

ばなりません 翻訳先の言語には存在しない単語や表現も多く 原文の意味から離れ
すぎないように最適な代替語を見つけるのは至難の業です
　正確さと芸術性は 慎重に釣り合いを取らなければなりません まさに芸術の域の
ものなのです
　残念ながら翻訳者名が書物の表紙から完全に抜けているのはよくあることですし
彼らの多くは印税さえ受け取っていませんが まったく希望がないわけではありませ
ん 2005年に創設されたブッカー国際賞は翻訳者の努力と創造性を評価するもの
で 近年は翻訳者たちがさらなる評価を求めて主張する活動をしています
　翻訳された本でお気に入りは何かありますか？ もしあるなら その翻訳者の名前を
ご存じでしょうか

（訳　田端節子）

【クロノスとゼウスの戦い】

suppress = crack down on 取り締まる withdraw ＝pull out of 撤退する increase = build up 増強する sever = break off 断絶する disappoint 
= let down 落胆させる のように 多音節の単語より 単音節に副詞がついた平易な表現の方が具体的なイメージを伝えることができる

マヤ・ジョーンズ
1994年、英国・イングランド南東に位置するハンプシャー
州生まれ。父親が英国人 母親がコロンビア人という家庭
で育ち 幼少期から外国語と異文化に興味を抱く 2021

年 ロンドン大学卒 専攻は日本語 在学中に来日し １年
間 東京外国語大学で学んだ 英国で開催された大学生対
象の日本語スピーチコンテストで優勝 るなど 卓越した
日本語力を生かし 22年９月から東京都大田区の「おおた
国際交流センター Minto Ota 」で国際交流員として多文
化共生を促進 る仕事に従事している 趣味 絵画 写
真 旅行 音楽 美術鑑賞 ど多岐にわたる
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対 訳

音声 本文と一部異 る場合がありま

in translation? If so, do you know

the names of their translators?
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